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を含むものは原則として置かないこととする。従って悪臭あるいは刺激性物質は適当な化学反応

の利用等によって搬入前に無臭あるいは刺激性のない物質に変換しておくこと。また，廃液に発

熱，発泡，変質がないことを必ず確かめる。特に下記の廃液を相互に混合してはならない。下記

以外でも混合により反応を起こして発熱し沸騰して飛び散ったり爆発したりする場合がある。試

薬や廃液を混ぜる前に，危険性を自分で調べること。 

 

表 １  混合禁止液の組み合わせの例 

液 混ぜてはいけない液 

過酸化物，塩素酸塩，過マンガン酸カリウム，クロム酸

や過酸化水素などの酸化剤および酸化性物質 

還元剤および還元性物質 

シアン化物，硫化物または次亜塩素酸 他の酸 

塩酸やフッ化水素などの揮発性酸 濃硫酸などの酸化力の強い不揮発性酸 

濃硫酸，スルホン酸（例：フルオロスルホン酸），オキ

シ酸（例：乳酸），ポリリン酸などの強い酸 

他の酸 

アンモニウム塩または揮発性アミン アルカリ 

 

ｂ）廃液・有害固形廃棄物の分類上の注意 

(１) 廃液の分類 

① 水銀含有廃液（緑）：但し，有機と無機廃液および単体は分別すること。 

② フッ素廃液（灰）：フッ化水素酸及びフッ素含有無機廃液，C6H5F 等。 

           但し，有機と無機廃液は分別すること。 

③ シアン廃液及びシアンを含む廃液(黒)： 

Cu，Fe，Ni，Ag などの安定なシアン錯化合物水溶液（遷移金属錯体類） 

           有機シアン化合物水溶液 

④ 重金属イオンを含む廃液 

 重金属廃液１(黄)：可能な限り重金属イオン別に分類し，その重金属イオンを明記する。 

 重金属廃液２(青)：有害金属（ヒ素・セレン・カドミウム・鉛・クロム）含有廃液。対象

の重金属を明記すること。但し、これらの５元素含有廃液の混合は可。 

⑤ 含水有機溶媒(茶)：有機溶媒と水からなる廃液。なお，高粘性オイル類との混合は可。 

           水を含み可燃性を失った廃溶媒，有機酸，アミンなどの廃液 

           有機化合物水溶液廃液（医薬品，色素，写真現像・停止廃液） 

           有機金属系（キレートなど）の廃液 

－ 8－ － 9－



－8－ 

を含むものは原則として置かないこととする。従って悪臭あるいは刺激性物質は適当な化学反応

の利用等によって搬入前に無臭あるいは刺激性のない物質に変換しておくこと。また，廃液に発

熱，発泡，変質がないことを必ず確かめる。特に下記の廃液を相互に混合してはならない。下記

以外でも混合により反応を起こして発熱し沸騰して飛び散ったり爆発したりする場合がある。試

薬や廃液を混ぜる前に，危険性を自分で調べること。 

 

表 １  混合禁止液の組み合わせの例 

液 混ぜてはいけない液 

過酸化物，塩素酸塩，過マンガン酸カリウム，クロム酸

や過酸化水素などの酸化剤および酸化性物質 

還元剤および還元性物質 

シアン化物，硫化物または次亜塩素酸 他の酸 

塩酸やフッ化水素などの揮発性酸 濃硫酸などの酸化力の強い不揮発性酸 

濃硫酸，スルホン酸（例：フルオロスルホン酸），オキ

シ酸（例：乳酸），ポリリン酸などの強い酸 

他の酸 

アンモニウム塩または揮発性アミン アルカリ 

 

ｂ）廃液・有害固形廃棄物の分類上の注意 

(１) 廃液の分類 

① 水銀含有廃液（緑）：但し，有機と無機廃液および単体は分別すること。 

② フッ素廃液（灰）：フッ化水素酸及びフッ素含有無機廃液，C6H5F 等。 

           但し，有機と無機廃液は分別すること。 

③ シアン廃液及びシアンを含む廃液(黒)： 

Cu，Fe，Ni，Ag などの安定なシアン錯化合物水溶液（遷移金属錯体類） 

           有機シアン化合物水溶液 

④ 重金属イオンを含む廃液 

 重金属廃液１(黄)：可能な限り重金属イオン別に分類し，その重金属イオンを明記する。 

 重金属廃液２(青)：有害金属（ヒ素・セレン・カドミウム・鉛・クロム）含有廃液。対象

の重金属を明記すること。但し、これらの５元素含有廃液の混合は可。 

⑤ 含水有機溶媒(茶)：有機溶媒と水からなる廃液。なお，高粘性オイル類との混合は可。 

           水を含み可燃性を失った廃溶媒，有機酸，アミンなどの廃液 

           有機化合物水溶液廃液（医薬品，色素，写真現像・停止廃液） 

           有機金属系（キレートなど）の廃液 

－ 8－ － 9－



－10－ 

表 ２  実験器具等のすすぎ方 

 無機廃液 有機廃液 

すすぎに用いる液 水 アセトン，エタノール等 

すすぎ液の量 容器体積の 1/40～1/50 以上 （～1/10 程度まで） 

要領 可能な限り激しく振とう 

繰り返し回数 最低 3回 最低３回 

すすぎ液の分類 すすいだ廃液と 

同じ分類で貯留 

（すすがれる物質）：（すすぎ液の分類） 

ハロゲン系：1回目ハロゲン(低)，2回目以降は可燃性

可燃性  ：可燃性 

含重金属 ：含重金属 

含水   ：含水 

写真   ：写真 

 

ｄ）その他の有害廃棄物（バイオハザード・放射性物質・国際規制物質・ＰＣＢ） 

 放射性物質・国際規制物質・猛毒物質・ＰＣＢ含有固体は，別途回収する。 

 組換えＤＮＡを実験に使用した際には，組換えＤＮＡ実験委員会で認められた方法にて，実験

器具等を処理し，廃棄を行う。マウス，ラット，ウサギ等ホ乳類の実験動物死体に関しては，動

物実験委員会で認められた方法にて，実験器具等を処理し，廃棄を行う。また，これらの実験や

菌類を取り扱う実験で使用した器具類の廃棄に関しては，滅菌し，実験者の責任で廃棄すること

とする。 

 生物実験に使用した注射針，チップ，注射筒は，別途回収する。 

ｅ）実験廃棄物置場の利用・保管に際する記入事項等 

 実験廃棄物置場は，共通で使用しているので，廃

棄物を保管する際には，右記載事項に従い，容器に

必ず，１）所属、２）名前（教職員名）と３）内線

番号および４）廃棄物の内容を明記する。 

なお，同グループの不始末が続いた場合には，使

用を禁ずることもある。 

可燃性廃液を除く廃液をやむをえない理由により，実験廃棄物置き場での保管を希望する場合

は，財務部環境整備課を通じで，文京キャンパス廃棄物及び廃水等取扱作業部会に文書（様式自

由）で依頼すること。 

使用済試薬瓶は，ガラス・プラスチック製共に，特定納入業者により回収可能である。確実に

洗浄し，清浄な状態で保管すること。なお，回収箱が一杯になる前に，担当教員に保管状況を報

告すること。過剰収納には危険が伴うため，早めに対処すること。 

所属専攻（ex. 産業創成）  

担当者(教職員)名（内線 〇〇〇〇） 

廃棄物の内容（TLC， 破損ガラス，

チップなど） 

－ 10－ － 11－



－10－ 

表 ２  実験器具等のすすぎ方 

 無機廃液 有機廃液 

すすぎに用いる液 水 アセトン，エタノール等 

すすぎ液の量 容器体積の 1/40～1/50 以上 （～1/10 程度まで） 

要領 可能な限り激しく振とう 

繰り返し回数 最低 3回 最低３回 

すすぎ液の分類 すすいだ廃液と 

同じ分類で貯留 

（すすがれる物質）：（すすぎ液の分類） 

ハロゲン系：1回目ハロゲン(低)，2回目以降は可燃性

可燃性  ：可燃性 

含重金属 ：含重金属 

含水   ：含水 

写真   ：写真 

 

ｄ）その他の有害廃棄物（バイオハザード・放射性物質・国際規制物質・ＰＣＢ） 

 放射性物質・国際規制物質・猛毒物質・ＰＣＢ含有固体は，別途回収する。 

 組換えＤＮＡを実験に使用した際には，組換えＤＮＡ実験委員会で認められた方法にて，実験

器具等を処理し，廃棄を行う。マウス，ラット，ウサギ等ホ乳類の実験動物死体に関しては，動

物実験委員会で認められた方法にて，実験器具等を処理し，廃棄を行う。また，これらの実験や

菌類を取り扱う実験で使用した器具類の廃棄に関しては，滅菌し，実験者の責任で廃棄すること

とする。 

 生物実験に使用した注射針，チップ，注射筒は，別途回収する。 

ｅ）実験廃棄物置場の利用・保管に際する記入事項等 

 実験廃棄物置場は，共通で使用しているので，廃

棄物を保管する際には，右記載事項に従い，容器に

必ず，１）所属、２）名前（教職員名）と３）内線

番号および４）廃棄物の内容を明記する。 

なお，同グループの不始末が続いた場合には，使

用を禁ずることもある。 

可燃性廃液を除く廃液をやむをえない理由により，実験廃棄物置き場での保管を希望する場合

は，財務部環境整備課を通じで，文京キャンパス廃棄物及び廃水等取扱作業部会に文書（様式自

由）で依頼すること。 

使用済試薬瓶は，ガラス・プラスチック製共に，特定納入業者により回収可能である。確実に

洗浄し，清浄な状態で保管すること。なお，回収箱が一杯になる前に，担当教員に保管状況を報

告すること。過剰収納には危険が伴うため，早めに対処すること。 

所属専攻（ex. 産業創成）  

担当者(教職員)名（内線 〇〇〇〇） 

廃棄物の内容（TLC， 破損ガラス，

チップなど） 

－ 10－ － 11－



－ 12－ － 13－



－ 12－ － 13－



－15－ 

13）実験を終了して実験室を退室するときには電源スイッチを切ることは当然なことであるが，停

電時，特に夜間において停電事故があって，実験を断念して退室するときには，電源を切ること

を忘れやすいので，特に注意すること。 

 

２．２ 感電の防止 

 感電は最も直接的な電気災害でしばしば死をもたらすので特に注意を要する。周知のように感電に

よる災害は配電線や電気機器の通電部，帯電部への接近，接触等により人間の身体を通して大地に大

電流が流れることにより発生する。したがって，通電・帯電中の電気機器や電気装置の内部に触れる

ことは一切避けるべきである。一般的に感電を防止する方策としては次のような注意が必要である。 

１）電気機器のアースを完全にすること。特に高電圧，大電流機器に対するアースは接地抵抗を数

Ω以下にする。 

２）感電防止のためには，濡れた場所を避けることや濡れた手で操作しないことはもちろんのこと，

体がアースにならないようにゴム手袋やゴム靴の着用など，絶縁状態を高くしてから作業するこ

と。また，30V 以上の充電・通電端子をむき出しにしないこと（35V で感電死亡例あり）。 

３）高圧機器を操作するときには２人以上で行い，高圧危険などの表示を高くして不用意に他人が

近づかないようにすること。 

４）電源を切っても，コンデンサに蓄電していることがあるので，接地棒などで十分放置させてか

ら触れること。 

５）電気機器からのもれ電流をさけるため，付着したゴミや油を取り去って機器とその周囲を清潔

に保つこと。 

６）万一事故が発生した場合は速やかに電源をしゃ断できように，配電盤の位置と操作法を常に念

頭に入れておく。 

７）感電により転倒した場合もできるだけ安全であるよう平常から実験室の状態に気をつける。 

 

２．３ 感電時の処置 

 電気的には電圧の高低，電流の大小，周波数，通電時間及び電流の通路により，人体の受ける電撃

傷は異なる。感電した場合には火傷などの外傷の有無にかかわらず医師の診断を受けることは言うま

でもない。（Ｐ57 の「火傷」参照） 

 電撃を受けた人を見つけた場合には 

１）電源を切るか，又は通電している電線あるいは機器から身体を引き離すこと。（その際，乾燥し

た木，プラスチック，竹の棒，又はゴム手袋などを用いる） 

２）現場近くの快適な場所あるいは温和な室内に移して着衣をゆるめ身体全体を楽にさせること。 

３）医師に早急に連絡して，その手当てを受けること。 
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表５ 実験廃液の分類 

Ⅰ．分別貯留区分 

 実験廃試薬及び実験廃液は，下記に示す廃棄物及び廃水等取扱作業部会の分別方法に従い分別貯留

しておくこと。 

イ）３回洗液まで含めること。 

ロ）フッ素廃液以外は，沈殿物がある場合ろ過しておくこと。 

色区分 種類 成分・具体例 

緑 水銀含有廃液 ※但し，有機と無機廃液および単体は分別すること。 

灰 フッ素廃液 
フッ化水素酸及びフッ素含有無機廃液 

※但し，有機と無機廃液は分別すること。 

黒 
シアン廃液および 
シアンを含む廃液 

Cu，Fe，Ni，Ag などの安定なシアン錯化合物水溶液（遷移金属錯体類），

有機シアン化合物水溶液 

※有機は除く（例：アセトニトリルなど） 

黄 重金属廃液１ 
可能な限り重金属イオン別に分類し，その重金属イオンを明記する。

（有害物：ヒ素・ｾﾚﾝ・ｶﾄﾞﾐｳﾑ・鉛・ｸﾛﾑ を除く） 

青 重金属廃液２ 
有害金属（ヒ素・セレン・カドミウム・鉛・クロム）含有廃液。対象

の重金属を明記すること。（※これらの５元素含有廃液の混合は可） 

茶 
可燃性有機溶媒２ 
（高粘性オイル類） 

機械油，研磨油，重油，切削油などの廃油，および含水有機溶媒 

赤 可燃性有機溶媒１ 
ヘキサン，酢酸エチル，エーテル，アセトン，メタノール，エタノー

ル，灯油，軽油，二硫化炭素など 

ｵﾚﾝｼﾞ 難燃性有機溶媒 
クロロホルム，ジクロロメタン，トリクロロエチレン，四塩化炭素，

含ハロゲン化物類，含硫黄化合物，およびベンゼンなど 

白 
酸・アルカリ廃液

（水溶液） 

塩酸，硝酸，硫酸，リン酸，水酸化ナトリウム，アンモニア水，水酸

化カリウムなど   

※有機物が入っていないこと。 

                             ※廃棄固形物も同様の分類です。 

 

Ⅱ．次のものは，発生源処理が必要である。また，特殊引火物や爆発性の過酸化物などを生成しやす

いエーテル類や二硫化炭素を含む廃液は非常に危険なため，実験室内で保管してはいけない。原則

ハロゲン系でない有機溶剤で希釈して 10％以下の濃度にした後，屋外の廃棄物貯蔵庫で保管する。 

種      類 対  象  成  分  ・  摘  要 

発 火 性 物 質 

特 殊 引 火 性 物 質 

エーテル類（ジエチルエーテル，ジイソプロピルエーテル，テト

ラヒドロフラン，ジオキサン，ジメトキシエタンなど），アセト

アルデヒド，テトラリン 

爆 発 性 物 質 

火薬，アセチレン化合物，過酸化物，反応性危険物質（有機物と

濃酸，有機物と過酸化ベンゾイルなどのように混合すると燃焼あ

るいは分解爆発する物質など），禁水性物質（消防法危険物の第

１類，第２類，第３類）：（硝酸エステル類，ニトロメタン，ポリ

ニトロ化合物，ジアゾ化合物，ハロゲン化窒素，金属窒化物，金

属アマイド，金属 Na，K） 

有 害 ・ 有 毒 性 物 質 
PCB，シアン化水銀，Be，Tl，Os，ニッケルカルボニル，金属ア

ルキル化物，ベンジン 

病原体により汚染されている物質  
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８．３ 物理的封じ込め 

 実験施設・設備・操作方法などによって外界への組換え体の拡散を物理的に防ぐ方法である。扱う

組換え体の危険度によって，Ｐ１（安全）～Ｐ４（危険）のレベルに区分されている。細菌毒素遺伝子

を扱う実験などはＰ３に区分されているが，現行のほとんどの組換え実験はＰ１かＰ２レベルである。 

 Ｐ１レベルでは特別な実験設備は要求されず，通常の微生物実験室と同程度の設備を備えた実験室

を前提としている。実験の注意点としては， 

１）実験中，窓及び扉は閉じておく。 

２）実験台は，毎日実験終了後に消毒する。汚染を生じた場合は直ちに消毒する。 

３）組換え体を含むすべての廃棄物は，廃棄の前に滅菌する。 

４）機械的ピペットの使用が望ましい。 

５）実験室内での飲食，喫煙，食品の保存はしない。 

６）組換え体を取り扱った後，および実験室を出るときは手を洗う。 

７）エアロゾルの発生を最小限にする。 

８）汚染した物質を実験室以外の場所で除去する場合は，堅固で漏れのない容器に入れて搬出する。 

９）実験室の昆虫（ゴキブリなど）・齧歯類（ネズミなど）の防除 

10）他の方法があるときには注射器の使用は避ける。 

11）実験室内では実験着を着用し，退室時にはこれを脱ぐ。 

12）実験室は常に整理し，清潔に保つ。 

13）その他実験責任者の定める事項を遵守する。 

 なお，Ｐ２レベルでは，実験の注意点としてはＰ１レベルと同様ではあるが，Ｐ１の諸条件に加えて，

高圧滅菌器や安全キャビネットの設置などの条件が加わり，より厳格な管理が求められる。 

 

８．４ 生物学的封じ込め 

 生物学的封じ込めのレベルは，組換え体の外部環境での生存能力に応じてＢ１およびより一層安全

なＢ２に区分される。Ｂ１レベルは，自然条件下での生存能力が低い宿主と宿主依存性が高いベクタ

ーを用いることにより十分効果を得られると証明された封じ込めで，ＥＫ１，ＳＣ１，ＢＳ１などが

ある。ＥＫ１は接合能力のない大腸菌Ｋ12 株またはその誘導体と伝達のないベクターを用いる系で，

もっとも多く用いられている。ＳＣ１は酵母，ＢＳ１は枯草菌 marburg168 株の栄養要求突然変異株を

宿主とする。 

 Ｂ２レベルは，とくに自然条件下での生存能力が低い系である。代表的なものとして大腸菌Ｋ12 株

χ1776 株を宿主に用いる系があるが，用いられている頻度は必ずしも高くない。 

 遺伝子組換え実験では，これらの生物を用いることで，環境に漏出して影響を及ぼさないよう配慮

されている。 
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工学部・大学院工学研究科における実験中事故発生状況 

 

平成 31 年度/令和元年度～令和 3年度 

性別 学年 事 故 の 状 況  
保健管理セン

ターでの処置 
病院紹介

男 院 2 右腕にガラス棒が刺ささる 〇   

女 3 左手で持っていた平ノミで自分の右手を切る 〇   

女 4 トルエンが左眼に入る 〇 〇 

男 1 鉄橋が足背に落下する 〇 〇 

女 3 水酸化ナトリウム液を作成中に、液がはねて眼に飛ぶ 〇 〇 

男 院 1 氷酢酸が右上肢に飛散する 〇 〇 

男 3 はんだごてで熱傷 〇   

女 3 はんだごてで右手第 1、2 指を挟み熱傷 〇   

女 3 他学生が使用中のオイルバスに左手第 5 指手背側が接触し軽度の熱傷 〇   

男 院 2 テトラヒドロフランで器具の洗浄中に左手指を薬品で暴露 〇 〇 

男 院 2 デジケーターガラスをコルクから抜く際に切傷 〇   

男 4 パスツールを実験中に破損し、左手第 3 指第 2 関節手掌側を切傷 〇   

男 4 フラスコのゴム栓に、トルエチルアミンを吸った注射器の針を左手第 3 指に刺す 〇   

男 4 床に置いてあった木材を踏み、その木材が跳ね返り左眉 1.5cm の切創 〇   

男 4 
オイルバス（食用油）にフラスコを入れる際に、右手第 4 指第一関節手前まで入

れ熱傷 
〇 〇 

女 院 2 クロックス・裸足で実験中、割れた試験管のガラスで切創 〇   

女 4 実験中にラップの刃で右第 1 指切傷 〇   

男 院 2 亀裂の入ったナスフラスコを廃棄途中、崩れ落下を防ごうとし破片が右手に刺さる 〇 〇 

女 4 アクリル酸混合しフラスコを移動中発生、右手第 4 指、額水泡形成と剥離   〇 

男 院 2 鉄板を切断後搬送中、左手第 3 指第 2 関節手掌側切傷 〇   

女 3 彫塑室で教員と話し移動途中、セーンソーに接触し右下腿外側切傷 〇   

男 4 機械実験室、手作業で金属を金のこで切断中右目に異物感発生 〇   

男 3 アセトンを吸引したシリンジを洗浄中、針で左第 2 指先端を穿刺 〇   

男 院 2 オイルバスで右第 2 指先端熱傷 〇   

女 1 
美術授業中、木の作品をのみで彫っていた時、右膝にのみが当たり 1cm 大切

創 
〇 〇 

－51－ 

性別 学年 事 故 の 状 況 

保健管理セン

ターでの処置 
病院紹介

女 4 
テープを切っていた相手のハサミが、頭を下げた時に右前頭部に刺ささり 1 ㎜

の切創 
〇   

男 3 TLC の操作の際に、ガラス破片か化学薬品が右目に入った疑い   〇 

男 4 ガラス器具のジョイントを落下破損、素手で改修中に右手第 2 指切り傷 〇   

男 4 ボール盤で捜査中に友人が誤ってスイッチを操作、左第 4 指爪技師切り傷 〇   

男 4 極細ピペットを握り手の中で握りすぎて折り、右第 2 指第 1 関節の切傷 〇   

男 4 クロロホルムの入ったガロン瓶ごと転倒し、右手 2 か所切傷 〇 〇 

男 4 ひび割れていたガラス容器を持ったところ割れて、左第 1 指第 1 関節切傷 〇   

女 4 テープを切ろうとしたとき、ハサミで指を切る 〇   

男 院 2 注射器を洗浄中、溶剤が跳ねて目に入る 〇 〇 

男 院 1 注射器を使用中、薬液が跳ねて左目に入る   〇 

男 4 割れているガラスで右第 4 指を裂傷 〇   

男 4 
溶接中に溶か棒が首に当たり、左耳後ろの首部に 2cm 程度、線状の白く盛り上

がる 
〇   

男 院 1 フラスコのガラスのフタを取ろうとして右第 1 指を切傷 〇   

女 3 立ち上がった時に、ホワイトボードにぶつけ右目尻 1 ㎝大の皮膚剥離 〇   

 

※ 院は大学院生を表し，数字は学年を表す。数字のみは学部学生を表す。 
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工学部・大学院工学研究科における実験中事故発生状況 

 

平成 31 年度/令和元年度～令和 3年度 

性別 学年 事 故 の 状 況  
保健管理セン

ターでの処置 
病院紹介

男 院 2 右腕にガラス棒が刺ささる 〇   

女 3 左手で持っていた平ノミで自分の右手を切る 〇   

女 4 トルエンが左眼に入る 〇 〇 

男 1 鉄橋が足背に落下する 〇 〇 

女 3 水酸化ナトリウム液を作成中に、液がはねて眼に飛ぶ 〇 〇 

男 院 1 氷酢酸が右上肢に飛散する 〇 〇 

男 3 はんだごてで熱傷 〇   

女 3 はんだごてで右手第 1、2 指を挟み熱傷 〇   

女 3 他学生が使用中のオイルバスに左手第 5 指手背側が接触し軽度の熱傷 〇   

男 院 2 テトラヒドロフランで器具の洗浄中に左手指を薬品で暴露 〇 〇 

男 院 2 デジケーターガラスをコルクから抜く際に切傷 〇   

男 4 パスツールを実験中に破損し、左手第 3 指第 2 関節手掌側を切傷 〇   

男 4 フラスコのゴム栓に、トルエチルアミンを吸った注射器の針を左手第 3 指に刺す 〇   

男 4 床に置いてあった木材を踏み、その木材が跳ね返り左眉 1.5cm の切創 〇   

男 4 
オイルバス（食用油）にフラスコを入れる際に、右手第 4 指第一関節手前まで入

れ熱傷 
〇 〇 

女 院 2 クロックス・裸足で実験中、割れた試験管のガラスで切創 〇   

女 4 実験中にラップの刃で右第 1 指切傷 〇   

男 院 2 亀裂の入ったナスフラスコを廃棄途中、崩れ落下を防ごうとし破片が右手に刺さる 〇 〇 

女 4 アクリル酸混合しフラスコを移動中発生、右手第 4 指、額水泡形成と剥離   〇 

男 院 2 鉄板を切断後搬送中、左手第 3 指第 2 関節手掌側切傷 〇   

女 3 彫塑室で教員と話し移動途中、セーンソーに接触し右下腿外側切傷 〇   

男 4 機械実験室、手作業で金属を金のこで切断中右目に異物感発生 〇   

男 3 アセトンを吸引したシリンジを洗浄中、針で左第 2 指先端を穿刺 〇   

男 院 2 オイルバスで右第 2 指先端熱傷 〇   

女 1 
美術授業中、木の作品をのみで彫っていた時、右膝にのみが当たり 1cm 大切

創 
〇 〇 
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女 3 立ち上がった時に、ホワイトボードにぶつけ右目尻 1 ㎝大の皮膚剥離 〇   

 

※ 院は大学院生を表し，数字は学年を表す。数字のみは学部学生を表す。 
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安全衛生に関連する学内ホームページの紹介 
文京地区安全衛生ホームページ 

http://roukan2.ad.u-fukui.ac.jp/bunkyo/anzen-eisei/ 

・安全衛生マニュアル 

・安全衛生委員会議事録 

・ヒヤリ・ハット掲示板 

・その他安全衛生関連情報を多数掲載 
 

福井大学薬品管理ホームページ 

http://roukan2.ad.u-fukui.ac.jp/all_campus/yakuhin_kanri/ 

・薬品管理システム，ボンベ管理システム，毒劇物点検報告システム，

化学物質リスクアセスメントツール，PRTR ホームページへのリンク

・薬品管理システム運用マニュアル 

・薬品管理システムユーザーサポート掲示板 

・毒劇物管理関係書類 

・化学薬品事故事例  

学術研究院工学系部門安全衛生管理推進委員会ホームページ 

http://kozm1.eng.u-fukui.ac.jp/oncampus/anzeneisei/index.html 

・委員会議事録 

・委員会活動情報 

 

工学部技術部安全衛生管理推進グループホームページ 

http://kozm1.eng.u-fukui.ac.jp/oncampus/anzeneisei/group/ 

・薬品管理システム利用説明会資料 

・高圧ガスボンベ管理システム利用説明会資料 

・高圧ガスボンベ取扱講習会資料 

・ポータブルニオイセンサ貸出情報 

 

実験廃棄物及び廃水等取扱作業部会ホームページ 

http://ems.ou.u-fukui.ac.jp/bunkyo/haikibutsu.html 

・実験廃棄物置場利用細則 

・実験廃棄物処理方法簡易マニュアル版 

・廃棄時に必要な各種書類 

・説明会資料  

福井大学工学部附属超低温物性実験施設ホームページ 

http://fir.u-fukui.ac.jp/~teiken/Welcome.html 

・液体窒素，液体ヘリウム利用時の注意事項 

・高圧ガス関連事故例 

・高圧ガス保安教育資料 

・窒素汲み出し手順についての説明会 資料 

・福井大学高圧ガス危害予防規程（リンク） 
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福井大学文京地区  

安全衛生マニュアル第 1版 

 

レーザ製品の安全基準 

レーザ安全ガイドブック第 4版 

 

GHS 対応ラベルおよび SDS の作成マニュ

アル 

福井大学文京地区安全衛生

委員会 

 

日本工業標準調査会編集 

(財)光産業技術振興協会編

集 

厚生労働省 

http://roukan2.ad.u-fukui. 

ac.jp/bunkyo/anzen-eisei/ 

manual.html 

日本規格協会 

アドコム・メディア 

 

http://www.nihs.go.jp/mhlw/

chemical/doku/GHSmanual.pdf
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文京キャンパス AED 設置場所 

福井大学文京キャンパスでは、平成 17 年度より AED(自動体外式除細動器)が設置され、現在

は 11 台の AED が設置されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 総合研究棟Ⅴ(教育系 1 号館) 正面入口 ＊小児対応可能  

２ 学生食堂 左奥 

３ 共用講義棟 正面入り口 ≪２４時間対応可能≫ 

４ 第 1 体育館入口  

５ 総合研究棟Ⅶ(工学系 3 号館) 入口 

６ 総合研究棟Ⅳ-1(工学系 2 号館) 入口 ≪24 時間使用可≫ 

７ 総合研究棟Ⅰ 正面入口 ≪24 時間使用可≫ 

８ 総合研究棟Ⅲ-2(工学系 1 号館 2 号棟) 入口 

９ 守衛所 ≪24 時間使用可≫ 

10 保健管理センター 入口 ≪24 時間使用可≫ 

11 運動場(春山小学校 横) ≪24 時間使用可≫ 

 

【注意】１・２・４・５・８・については、外扉に施錠される時間帯あり。 

土日は終日施錠（但し、学生証・職員証での開錠は可能） 

 

文京キャンパスにおける AED 設置場所 

１ ２

４ 

７

８

３

11 

10 

９ 

６

５
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